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日本国内工場で過去最多となる37万4000台の導入を実現 - IFR報告書 

フランクフルト、2021年10月28日 – 
国際ロボット連盟（IFR）が発表した新しい「ワールド・ロボティクス2021 
産業用ロボット」レポートによると、日本の工場で稼働している産業用ロボットは約37万4000
台となり、5％増加しました。2020年の販売台数は23％減少し、設置台数は約3万9000台となり

ました。見通しは明るいと言えます。日本のロボット市場は、2021年に7％成長し、2022年にも

5％の成長が続くと予想されています。 

国際ロボット連盟会長のMilton 
Guerry氏は、「日本は世界でも有数のロボット製造国です」と語っています。「また、産業用

ロボットの最大の市場として中国に次ぐ地位を維持していますが、日本経済は新型コロナウィ

ルスの大流行により大きな打撃を受けました。中国とは対照的に、日本では2020年にエレクト

ロニクス産業や自動車産業の需要が低迷しました。」  
 
2021年度の見通しは、GDP成長率が3.7%と予想され、ポジティブなものとなっています。ロ

ボット工学の国内市場とは独立して、主要な輸出先は日本のロボットの需要を確保するでしょ

う。現在、生産の大部分が中国で直接行われているにもかかわらず、日本のロボット/オートメ

ーション技術の輸出の36％は中国向けでした。また、輸出の22%は米国に向けでした。 
 
今後の見通し 

「危機後のブーム」は、2022年には世界規模で少しずつ薄れていくと予想されています。2021
年から2024年にかけては、年平均成長率が一桁台半ばとなる見込みです。統計上の効果として

マイナーな収縮が起こる可能性があり、2022年または2023年に「キャッチアップ」が起こりま

す。このような異常事態が発生したとしても、全体の成長トレンドを崩すことはありません。

2024年には全世界で年間50万台という特筆すべき数字を達成することが期待されています。 
 
国際プレスリリースの全文はこちらからダウンロードできます：https://ifr.org/ifr-press-

releases/news/robot-sales-rise-again 
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ダウンロード用のビデオ：https://youtu.be/lgTvr-KJzIM 
 
IFRのLinkedIn、TwitterおよびYouTubeをフォローしてください。 
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